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まだまだ若者には負けません！力強い走りを披露する 60代 

  

 

人 口 の う ご き 

平成２１年１１月１日 

総人口   １０，２８４（＋  ４） 

  男       ４，９１７（－  ２） 

女       ５，３６７（＋  ６） 

世帯数    ５，５２９（＋  ６） 

今 月 の 主 な 記 事 

○ 町民体育大会…………………Ｐ２ 

○ 議会だより……………………Ｐ５ 

○お知らせ ‥…………………Ｐ１５ 

○カレンダー …………………Ｐ２２ 

○戸籍の窓 ‥…………………Ｐ２３

カッコ内は前月との比較     ○まちの話題 …………………Ｐ２４ 

 



               １月４日（月） 瀬戸内町成人式      広報せとうち(２) 

10
月
１１
日
、
「
広
げ
よ
う

ス
ポ
ー
ツ 

興
そ
う
瀬
戸

内
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第

２５
回
町
民
体
育
大
会
が
清

水
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。「
体
育
の
日
」

週
間
に
相
応
し
い
秋
空
の
下

町
内
７
地
区
に
わ
か
れ
た
選

手
た
ち
は
、
地
区
民
の
期
待

を
背
に
、
各
種
目
で
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
大
会
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。 

 

７
地
区
で
の
開
催
５
年
目

と
な
る
今
年
は
、本
命
の
「
東

方
」
チ
ー
ム
の
戦
力
が
充
実

し
、
大
会
３
連
覇
を
達
成
。

対
抗
馬
の
「
実
久
」
チ
ー
ム

は
３
年
連
続
悔
し
い
準
優
勝

と
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

 

今
年
は
採
点
外
種
目
と
し

て
、
小
学
生
が
封
筒
の
中
に

書
か
れ
た
指
令
を
実
行
す
る

「
う
ん
め
い
」
が
新
種
目
と

し
て
加
わ
り
、
選
手
た
ち
は

と
ま
ど
い
な
が
ら
も
笑
顔
で

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
昨
年
か
ら
始
ま
っ

た
「
増
殖
リ
レ
ー
」「
一
輪
車

競
争
」「
親
子
仲
良
く
」
の
３

種
目
は
、
昨
年
の
経
験
を
踏

ま
え
、早
め
に
選
手
選
考
し
、

練
習
を
始
め
た
よ
う
で
す
。 

         

山郷代表 選手宣誓 

ゴール前の争い 足を揃えて余裕のゴール よ～く ねらって 

内と外どちらもキツイ 大会３連覇 東方チーム 練習の成果を披露 

園児がかわいい踊りを披露 勝ったのは誰だ 二人の呼吸はバッチリ 



広報せとうち(３)      １月４日（月） 瀬戸内町成人式 

第２５回町民体育大会成績表 
◎総合団体 
順位 地区名 得点 順位 地区名 得点 順位 地区名 得点 順位 地区名 得点 

1 東方 476 2 実久 436 3 古仁屋西 367 4 中央 342 

順位 地区名 得点 順位 地区名 得点 順位 地区名 得点 特別賞 

5 西方・油井 331 6 鎮西・請・与路 291 7 山郷 218 実久 

◎種目別記録 （★は大会新記録） 
No 種目名  １    位 記 録 ２    位 ３    位 

１ ６０m(６０歳以上) 男 ★金井 直利(西) ８秒４ 徳原 重成（古） 福山 拓生（東) 

２ ６０m(５０歳以上) 女 ★福田 久美(東) ９秒５ 森田 敏子(鎮) 平岡多摩美(実) 

３ ６０m(９０kg 超級) 男 ★吉見龍之介 (西) ８秒５ 茂岡 男樹(実) 山倉賢一朗（中） 

４ １００m(５０歳以上) 男 田原 清宏(古) １２秒９ 永井健一郎(東) 澁谷 慎二(実) 

５ 
１００m（４０歳代） 

女 保島みのり(東) １５秒９ 山元さつき(古) 平田 恵子(西) 

６ 男 永井健一郎(中) １３秒２ 静島 良樹(東) 川畑 昭仁(古) 

７ 
１００m（３０歳代） 

女 上田 藍子（鎮) １４秒４ 永久 美幸（東） 福田 和美(実) 

８ 男 渡 洋月(中) １２秒１ 静 賢一(古) 平田 恭義（東） 

９ 
１００m（３０歳未満） 

女 福田由美子(東) １４秒９ 竹山 悦子(中) 森 みずほ(古) 

10 男 岡本 八大(東) １２秒５ 武 夏樹(鎮) 計 隆男(西) 

11 ゲートボール競争 男 女 古仁屋西 １５個 西方･油井 実久（２位） 

12 スプーンリレー 女 鎮西・請・与路 １分４０秒０ 実久 東方 

13 三人四脚ボール蹴りリレー  男 東方 ３分１４秒４ 古仁屋西 鎮西・請・与路 

14 増殖リレー 女 実久 ２分２３秒５ 東方 中央 

15 増殖リレー 男 東方 ２分２１秒８ 実久 中央 

16 輪投げ競争 女 実久 ２４個 山郷 古仁屋西（２位） 

17 親子仲良く 男女 西方・油井 １分４６秒５ 実久 中央 

18 お掃除レース 男 ★東方 ５分０７秒４ 実久 古仁屋西 

19 俵運搬リレー(10 ㎏) 女 東方 １分２０秒５ 西方・油井 鎮西・請・与路 

20 俵運搬リレー(３0 ㎏） 男 東方 ２分２７秒３ 実久 鎮西・請・与路 

21 ビン釣り競争 女 実久 ２分５７秒９ 西方・油井 東方 

22 １，０００m 女 野村 朋美(東) ３分３８秒１ 牧亜野美（中） 数島すずか(中) 

23 １，５００m 男 ★泉 頌馬 (古) ４分２０秒７ 佐多 勝(東) 福元 康亮(東) 

24 ホノホシの波 男 東方 １分４８秒６ 実久 中央 

25 安全運転 男 東方 １分４０秒７ 実久 鎮西・請・与路 

26 大玉おくり 女 山郷 １分０８秒４ 東方 実久 

27 一輪車リレー 男女 東方 ２分４９秒９ 西方・油井 実久 

28 グラウンドゴルフ 男女 ★実久 １５打 中央 西方・油井（２位） 

29 むかで競争（女子） 女 実久 ２分３５秒１ 中央 古仁屋西 

30 むかで競争（男子） 男 実久 ２分１０秒９ 中央 西方・油井 

31 綱引き 男女 山郷 － 実久 鎮西・請・与／中央 

32 
小・中・高地区別 

対抗リレ－ 

女 東方 １分０３秒６ 古仁屋西 西方・油井 

男 古仁屋西 ５８秒１ 東方 中央 

3３ 
一般地区別 

対抗リレ－ 

女 東方 １分０２秒１ 古仁屋西 中央 

男 古仁屋西 ５１秒４ 東方 中央 

※東方は(東)､実久は(実)､西方・油井は(西)､中央は(中)､鎮西・請・与路は(鎮)､古仁屋西は(古)､山郷は(山) 



広報せとうち(４)     １月４日（月） 瀬戸内町成人式 

～
曇
天
を
吹
き
飛
ば
し
熱
演
～ 

 

10
月
２６
日
、
国
の
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
指
定
の

「
諸
鈍
シ
バ
ヤ
」
が
、
大
屯

神
社
の
境
内
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
時
折
小
雨
の
ち
ら
つ
く

天
気
の
な
か
、
会
場
を
埋
め

尽
く
し
た
三
百
人
余
り
の
観

客
を
前
に
、
八
百
年
に
わ
た

り
受
け
継
が
れ
て
き
た
十
一

種
の
演
目
が
披
露
さ
れ
、
町

内
外
問
わ
ず
、
多
く
の
観
客

を
魅
了
し
ま
し
た
。 

 

シ
バ
ヤ
は
２
部
構
成
で
、

行
わ
れ
、
演
目
順
は
、
最
初

と
最
後
以
外
決
ま
り
が
無
い

の
で
、
年
に
よ
っ
て
、
順
番

が
違
い
ま
す
。
今
年
の
順
番

は
諸
鈍
長
浜
で
シ
ュ
ン
ハ
ナ

ツ
カ
イ(

み
そ
ぎ)

を
行
い
、

第
一
部
「
楽
屋
入
り
」「
サ
ン

バ
ト
」「
ク
ク
ワ
節
」「
シ
ン

ジ
ョ
ウ
節
」「
キ
ン
コ
ウ
節
」

「
ス
ク
テ
ン
グ
ヮ
」
第
２
部

「
シ
シ
キ
リ
」
「
ダ
ッ
ト
ド

ン
」「
カ
マ
踊
り
」「
タ
マ
テ

ィ
ユ
」「
高
キ
山
」
で
し
た
。 

昨
年
会
場
の
都
合
で
、
公

演
で
き
な
か
っ
た
「
タ
マ
テ

ィ
ユ
」
も
行
わ
れ
、
全
11
演

目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
伝
統
芸
能
の
奥
深
さ
を 

みそぎを終え、楽屋入り 

口上を述べるサンバト 

ク ク ワ 節 シ ン ジ ョ ウ 節 キ ン コ ウ 節 

ス ク テ ン グ ヮ シ シ キ リ ダ ッ ト ド ン 

カ マ 踊 り タ マ テ ィ ユ 高  キ  山 



広報せとうち（５）  １月４日（月） 瀬戸内町成人式     
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～ 雄々しいホノホシ海岸（玉石海岸） ～ 

 

 

★ こんなことを決めました ・・・ ６～７ページ 

★ 一般質問（５名が登壇） ・・ ８～１１ページ 

★ 委員会活動 ・・・・・・・ １２～１４ページ 

★ 決議、編集後記 ・・・・・・・・ １４ページ 

 



               １月４日（月） 瀬戸内町成人式      広報せとうち(6) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 20 年度各会計決算状況は下記のとおりです。               （単位：千円） 

区 分 歳入総額 A 歳出総額 B 差引 C (A-B) 繰越財源 D 実質収支 C-D 

一 般 会 計        7,774,849 7,614,126     160,723      19,338       141,385 

 

 

特 

 

別 

 

会 

 

計 

 

 

老 人 保 健     197,515     202,011    △ 4,496       △ 4,496 

国 保 事 業   1,453,407   2,183,964  △ 730,557     △ 730,557 

国 保 直 診      27,099      21,734       5,365          5,365 

後期高齢者医療     111,809     111,179         630            630 

巡 回 診 療     254,212     330,512   △ 76,300      △ 76,300 

介 護 保 険   1,216,225   1,210,475       5,750          5,750 

と 畜 場 事 業       2,590       2,590           0              0 

船舶交通事業     268,509     385,563  △ 117,054         153    △ 117,207 

上 屋 事 業       3,716       1,191       2,525          2,525 

農業集落排水      26,237      29,662    △ 3,425       △ 3,425 

簡易水道事業     235,518     314,453   △ 78,935       9,320     △ 88,255 

計   3,796,837   4,793,334  △ 996,497       9,473  △ 1,005,970 

総 計 (一般会計＋

特別会計) 
 11,571,686  12,407,460  △ 835,774      28,811    △ 864,585 

 

（単位：千円） 

水 道 事 業 会 計  収入総額 A 支出総額 B 差引 C (A-B) 

収 益 的 収 支     169,153     170,771  △ 1,618 

資 本 的 収 支           0      53,227   △ 53,227 

 

第３回定例会は、９月 8～１７日までの１０日間の日程で開かれ、補正予算議案 7 件、

条例改正議案5件、契約議案2件、諮問などその他4件、決算議案12件の計30件の議

案を審議しました。 

特に平成 20 年度各会計決算議案については、議長及び議員選出監査委員を除く 8 名で

構成する決算審査特別委員会（委員長 向野 忍、副委員長 鎌田愛人）を設置して審査を

行い、最終本会議において委員長から審査報告がなされ、賛成多数で認定されました。 

（各会計決算状況及び主な議案の要旨は次のとおりです。）                                                           

 

 

 

 

 ６月定例会では、総務経済常任委員会、文教厚生常任委員会の両委員長報告がなさ

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



広報せとうち(７)      １月４日（月） 瀬戸内町成人式 

                          

                          

    

林
業
費（
松
く
い
虫
被
害
対

策
・
林
道
整
備
事
業
）
に
１

億
２
９
４
５
万
円
補
正 

主
な
内
容
は
、
林
業
費
で
松

く
い
虫
被
害
対
策
事
業
に
４
９

９
９
万
円
、
林
道
整
備
事
業
に

７
９
４
６
万
円
、
財
政
調
整
基

金
積
立
金
に
１
億
７
４
４
４
万

円
、
名
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

整
備
費
に
５
５
１
万
円
、
漁
港

施
設
整
備
（
諸
鈍
）
に
１
５
０

９
万
円
、
古
仁
屋
市
街
地
道

路
・
河
川
整
備
と
し
て
３
５
０

０
万
円
な
ど
で
す
。 

総
額
３
億
５
１
１
２
万
円
を

追
加
し
ま
し
た
。 

    

職
員
の
期
末
・
勤
勉
手
当 

を
０
．
３
５
月
分
引
下
げ 

    

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
、

議
会
議
員
の
期
末
手
当
を 

０
．
２
５
月
分
引
下
げ 

    

加
計
呂
麻
地
区
に
特
定
離
島

ふ
る
さ
と
お
こ
し
推
進
事
業
で

タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
（
Ｗ
Ａ
１
０

０
）
を
購
入
す
る
も
の
で
コ
マ

ツ
建
機
販
売
㈱
と
８
４
０
万
円

で
契
約
し
ま
し
た
。 

     

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

（
水
‐Ⅰ

Ａ
型
）
を
購
入
す
る

も
の
で
㈱
鹿
児
島
消
防
防
災
と

２
８
３
５
万
円
で
契
約
し
ま
し

た
。 

    

資
金
不
足
比
率
の
基
準
越

え
に
よ
り
、
第
三
者
に
よ
る

個
別
監
査
を
実
施 

（
簡
易
水
道
事
業
・
船
舶
交

通
事
業
） 

 

簡
易
水
道
事
業
及
び
船
舶
交

通
事
業
の
会
計
は
、
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
た

資
金
不
足
比
率
が
、
経
営
健
全

化
基
準(

２
０
％)

を
超
え
て
い

る
の
で
、
専
門
的
な
第
三
者
に

よ
る
個
別
外
部
監
査
を
実
施
す

る
も
の
で
す
。 

（
県
内
で
は
、
本
町
と
屋
久
島

町
の
２
町
が
該
当
） 

     

一
般
会
計
補
正
予
算 

(

第
４
号) 

町
長
等
の
給
与
等
に
関

す
る
条
例
等
の
改
正 

職
員
の
給
与
等
に
関
す

る
条
例
の
改
正 

元

井

直

志

氏 

嘉

原

篤

己

氏 

を
人
権
擁
護
委
員
に 

推
薦 

農
業
機
械
（
タ
イ
ヤ
シ

ョ
ベ
ル
）
購
入
契
約 

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
購
入
契
約 

 

 

 

 平成 20 年度各会計決算審査特別委員会では、決算審査の結果、下記の意見書を町当局

へ申し入れることにしました。 

１．自主財源の確保を図るために、町有地等の未利用地の早期売却、貸付等を積極的に進 

められたい。 

２．定住人口の増を図るため、あらゆる施策を早急に確立し、鋭意推進されたい。 

３．農業振興は土づくりが基本であるので、堆肥場の整備等を含め、農家支援対策に積極

的に努められたい。 

４．松くい虫等、病害虫駆除を徹底し、環境保護対策に努められたい。 

５．古仁屋高校の存続・活性化について、全町挙げて積極的に推進されたい。 

６．国保会計を始め、船舶交通事業会計、簡易水道事業会計、農業集落排水事業会計、水

道事業会計の健全化に向けて、特段の努力をされたい。 

７．へき地診療所の健全な運営に向けて、特段の努力をされたい。 

個
別
外
部
監
査
契
約
に

基
づ
く
監
査 
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第３回定例会では、５名の議員が町政全般に亘り、議論を交わしました。 

要約して、紹介いたします。 

                          

 

 

 

議
員 

本
町
の
財
政
に
つ

い
て 

 
平
成
２０
年
度
決
算
に
お
け
る

財
政
指
数
の
う
ち
、
次
の
４
点
の

数
値
を
伺
い
ま
す
。 

 

①
全
会
計
の
実
質
赤
字
を
示

す
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
。 

 

②
２
５
％
を
超
え
る
と
起
債

が
制
限
さ
れ
る
、
実
質
公
債
費

比
率
。 

 

③
町
の
借
金
で
あ
る
、
地
方

債
残
高
。 

 

④
町
の
貯
金
で
あ
る
、
積
立

金
残
高
。 

 

町
長 

①
赤
字
比
率
１
４
．

２
％
、
赤
字
額
７
億
３
８
４
７

万
１
千
円
で
あ
り
ま
す
。 

 

②
実
質
公
債
費
比
率
は
１
９
．

５
％
で
あ
り
ま
す
。 

 

③
地
方
債
残
高
（
町
の
借
金
）

は
、
１
４
９
億
１
６
８
８
万
円

で
あ
り
ま
す
。 

 

④
積
立
金
残
高
（
町
の
貯
金
）

は
、
１
億
２
８
５
万
４
千
円
で

あ
り
ま
す
。 

 

議
員 

本
町
の
防
災
に
つ

い
て 

 

平
成
２０
年
度
に
お
け
る
、
防

災
上
の
危
険
箇
所
、
次
の
３
点
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

 

①
土
石
流
危
険
渓
流
箇
所
。 

 

②
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
。 

 

③
地
す
べ
り
危
険
箇
所
。 

 
町
長 

①
土
石
流
危
険
渓
流
箇

所
は
、
本
島
側
３９
箇
所
、
加
計

呂
麻
側
４５
箇
所
、
請
島
２
箇
所

で
合
計
８６
箇
所
で
す
。 

 

②
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所

は
、
本
島
側
５０
箇
所
、
加
計
呂

麻
側
３３
箇
所
、
請
島
２
箇
所
、

与
路
２
箇
所
で
合
計
８７
箇
所
で

す
。 

 

③
地
す
べ
り
危
険
箇
所
は
、

本
島
側
４
箇
所
で
あ
り
ま
す
。 

 

議
員 

陸
上
自
衛
隊
の
誘

致
に
つ
い
て 

一
、
本
町
の
危
機
的
財
政
状
況
、

疲
弊
し
た
経
済
を
活
性
化
さ
せ

る
た
め
、
さ
ら
に
は
防
災
上
の
危

機
管
理
の
観
点
か
ら
、
陸
上
自
衛

隊
の
誘
致
が
必
要
で
あ
る
と
思

う
が
、
町
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

政
権
が
民
主
党
へ
と
変

わ
る
こ
と
で
、
国
土
防
衛
に
つ

い
て
の
施
策
等
を
見
据
え
な
が

ら
対
処
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

議
員 

二
、
瀬
戸
内
町
商
工
会

か
ら
、
町
と
議
会
に
「
陸
上
自
衛

隊
誘
致
に
関
す
る
陳
情
」
が
提
出

さ
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
に
関
す
る

町
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

陸
上
自
衛
隊
誘
致
の
趣

旨
は
理
解
で
き
ま
す
の
で
、
近

日
中
に
国
分
自
衛
隊
駐
屯
地
の

連
隊
長
と
お
会
い
す
る
機
会
が

あ
り
ま
す
の
で
、
国
の
防
衛
大

綱
の
見
直
し
や
誘
致
等
に
つ
い

て
見
解
を
聞
い
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

連
隊
長
と
意
見
交
換
す
る
特
別
委

員
会
委
員
（
陸
上
自
衛
隊
国
分
駐

屯
地
） 

 

鎌田愛人議員 
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議
員 

本
町
の
将
来
像
に

つ
い
て 

 

房
町
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

達
成
状
況
と
、
我
が
町
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し

ま
す
。 

 

町
長 

生
活
環
境
対
策
と
し
て
、

小
型
焼
却
炉
の
設
置
を
図
り
ま

す
。
情
報
の
提
供
・
公
開
を
図

る
上
で
も
、
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
網
の
構
築
に
つ
い
て
も
今

年
度
中
の
開
通
に
目
処
が
付
き

ま
し
た
。 

 

議
員 

平
成
２０
年
度
決
算
の
連

結
実
質
赤
字
比
率
に
つ
い
て
町

長
の
所
見
と
、
健
全
化
に
向
け
て

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
尋
ね

致
し
ま
す
。 

町
長 

連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、

１
４
．
２
４
％
と
前
年
度
比
３
．

６
４
％
悪
化
し
、
早
期
健
全
化

団
体
の
判
断
基
準
で
あ
る
２

０
％
に
迫
っ
て
居
り
ま
す
。 

 

赤
字
の
大
き
な
要
因
で
あ
る

国
保
会
計
の
健
全
化
に
つ
い
て

は
、
国
・
県
の
指
導
の
も
と
、

赤
字
解
消
１０
カ
年
計
画
を
策
定

し
、
実
施
中
で
あ
る
が
、
今
後

も
収
納
率
の
向
上
と
い
っ
た
、

歳
入
の
確
保
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

議
員 

武
名
桟
橋
の
改
修
に

つ
い
て 

 

県
道
の
沖
出
し
に
併
せ
て
、
船

着
場
も
改
修
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
町
長
の
見
解
を
求
め
ま
す
。 

 

町
長 

県
道
安
脚
場
～
実
久
線

の
道
路
改
良
を
実
施
し
て
い
る

瀬
戸
内
事
務
所
建
設
課
と
協
議

を
進
め
て
お
り
、
改
修
に
つ
い

て
は
特
定
離
島
ふ
る
さ
と
お
こ

し
推
進
事
業
等
の
要
望
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

 

船
着
場
改
修
が
望
ま
れ
る
武
名
桟
橋 

 

議
員 

教
育
振
興
に
つ
い

て 
 

 

 

古
仁
屋
高
校
の
存
続
問
題
に

つ
い
て
、
整
理
統
合
基
準
を
下
回

り
、
廃
校
の
ま
な
板
に
の
る
恐
れ

が
あ
る
が
、
教
育
長
の
所
見
と
対

応
策
に
つ
い
て
お
尋
ね
致
し
ま

す
。 

 

教
育
長 

古
仁
屋
高
校
は
本
町

の
最
高
学
府
で
あ
り
、
教
育
・

文
化
、
経
済
面
か
ら
も
大
き
な

影
響
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
今
後
も
「
古
仁

屋
高
校
を
支
援
す
る
町
民
の

会
」
を
中
心
に
、
在
校
生
徒
廃

校
基
準
の
１
６
１
名
の
確
保
に

努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

議
員 

加
計
呂
麻
に
お
け
る
中

学
校
規
模
見
直
し
に
つ
い
て
、
説

明
会
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
進

め
方
に
つ
い
て
お
尋
ね
致
し
ま

す
。 

 

教
育
長 

「
加
計
呂
麻
地
区
中

学
校
規
模
適
正
化
推
進
委
員

会
」
と
「
中
学
校
規
模
見
直
し

推
進
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
加

計
呂
麻
地
区
中
学
校
の
規
模
適

正
化
に
つ
い
て
の
協
定
を
進
め

て
参
り
た
い
と
考
え
て
居
り
ま

す
。 

 

 

 

 

議

員 

古
仁
屋
高
校
存

続
・
活
性
化
に
つ
い
て 

 

古
仁
屋
高
校
卒
業
生
で
あ
る

町
長
が
会
長
と
な
り
「
古
仁
屋
高

校
存
続
協
議
会
」
等
を
立
ち
上
げ
、

町
挙
げ
て
進
学
希
望
者
を
確
保

す
る
お
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま

す
。 

 

教
育
長 

古
仁
屋
高
校
の
存

続
・
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
本

町
一
丸
と
な
っ
て
積
極
的
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

現
在
、「
古
仁
屋
高
校
を
支
援

す
る
町
民
の
会
」
が
設
立
さ
れ

て
お
り
、
町
長
、
副
町
長
、
教

育
長
も
顧
問
役
と
し
て
活
動
し

て
お
り
ま
す
。 

 

林 健二議員 

向野 忍議員 
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議
員 

町
の
広
報
紙
に
古
仁
屋

高
校
の
ペ
ー
ジ
を
作
る
こ
と
や

人
材
育
成
奨
学
金
の
復
活
、
通
学

費
全
額
補
助
等
の
見
直
し
な
ど

も
必
要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺

い
ま
す
。 

 

教
育
長 

人
材
育
成
奨
学
金
制

度
の
延
長
に
つ
い
て
は
、
復
活

に
は
無
理
が
あ
り
ま
す
が
、
通

学
費
等
補
助
金
制
度
に
つ
い
て

は
、
５
年
間
の
延
長
、
補
助
額

は
、
１
／
３
か
ら
１
／
２
へ
引

き
上
げ
る
改
正
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。 

広
報
紙
に
つ
い
て
は
、
高
校

側
か
ら
依
頼
や
要
望
等
が
あ
れ

ば
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

 

議
員 

普
通
科
２
学
級
の
内
１

学
級
を
情
報
科
、
又
は
、
海
洋
開

発
科
等
を
創
設
し
、
町
外
か
ら
も

入
学
者
を
増
や
す
対
策
も
必
要

と
思
い
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま

す
。 

教
育
長 

本
町
の
海
洋
の
町
・

地
の
利
で
あ
る
大
島
海
峡
を
活

か
し
た
海
洋
学
科
等
の
創
設
を

視
野
に
入
れ
て
古
仁
屋
高
校
の

活
性
化
を
図
れ
た
ら
と
考
え
ま

す
。 

 

町
を
挙
げ
て
の
存
続
対
策
活
動
が

功
を
奏
し
た
高
山
高
校 

 

議
員 

１
学
級
４０
名
の
定
員
を

３０

～
３５

名
定
員
へ
の
見
直
し

を
国
・
県
へ
進
言
す
べ
き
と
思
い

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。 

 

教
育
長 

高
校
再
編
の
「
適
正

規
模
」
の
改
定
策
と
し
ま
し
て

重
要
な
課
題
で
す
。
関
係
機
関

に
要
求
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。 

 

議
員 

古
仁
屋
高
校
を
中
高
一

貫
校
に
す
る
こ
と
に
関
し
て
見

解
を
伺
い
ま
す
。 

 

教
育
長 

必
要
性
・
内
容
・
方

法
・
課
題
等
を
考
慮
し
、「
連
携

型
一
貫
教
育
」
を
目
指
す
方
向

で
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 

議
員 

農
業
基
盤
整
備
に
つ

い
て 

 

各
集
落
で
基
盤
整
備
事
業
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の

就
農
の
成
果
は
い
か
が
な
も
の

か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。 

町
長 

本
町
に
お
け
る
土
地
基

盤
整
備
事
業
は
、
２８
地
区
で
実

施
さ
れ
て
お
り
、
畑
２
７
８
．

３
㌶
、
道
路
４
０
．
７
㌶
、
水

路
１
２
．
５
㌶
が
整
備
さ
れ
面

積
拡
大
及
び
生
産
向
上
が
図
ら

れ
ま
し
た
が
、
新
規
就
農
者
不

足
等
、
農
業
の
担
い
手
後
継
者

不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。 

 

今
後
は
、「
農
地
・
水
・
環
境

保
全
向
上
対
策
事
業
」
を
導
入

す
る
と
共
に
、
県
の
「
水
土
里

サ
ー
ク
ル
活
動
」
を
通
し
て
、

共
生
・
共
同
の
実
践
活
動
を
推

進
し
な
が
ら
、
本
町
の
遊
休
地

解
消
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

議
員 

伊
子
茂
港
の
整
備

の
あ
り
方
に
つ
い
て 

 

伊
子
茂
港
の
桟
橋
は
、
潮
の

干
満
で
、
船
へ
の
乗
り
降
り
が
不

便
だ
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
改

善
の
方
法
は
考
え
ら
れ
な
い
も

の
か
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

干
満
の
差
に
対
応
で
き

る
階
段
工
の
設
置
を
今
年
度
中

に
実
施
す
る
予
定
に
し
て
お
り

ま
す
。 

 

議
員 

市
街
地
の
環
境
の

整
備
に
つ
い
て 

古
仁
屋
春
日
の
社
交
街
の
通

り
の
カ
ラ
ー
舗
装
、
側
溝
の
改
修
、

少
し
シ
ャ
レ
た
街
灯
の
設
置
等
、

考
え
ら
れ
て
は
い
か
が
な
も
の

で
し
ょ
う
か
、
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

厳
し
い
財
政
の
中
で
町

単
独
事
業
に
よ
る
整
備
は
む
ず

か
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
、
国
の
地
域
活
性
化
事
業

等
の
補
助
事
業
で
整
備
で
き
な

い
か
、
検
討
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

 

建
設
課
長 

町
長
の
答
弁
の
中

に
あ
り
ま
し
た
、
地
域
活
性
化

事
業
で
こ
の
地
域
の
舗
装
、
側

溝
の
改
修
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
街
灯
に
つ
い
て
は
、
今
後

安 和弘議員 
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実
施
の
方
向
で
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

 

春
日
地
区
社
交
街
通
り 

   
 

 

議
員 

人
口
増
対
策
に
つ

い
て 

 

①
交
流
人
口
及
び
自
衛
艦
入

港
の
現
況
と
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。 

町
長 

観
光
客
の
入
り
込
み
状

況
は
２０
年
度
は
１
２
万
７
９
５

４
人
で
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

今
後
も
、
大
型
客
船
の
寄
港
、

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
大
会
等
に
よ
る

交
流
人
口
の
増
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

自
衛
艦
の
入
港
状
況
は
２０
年

度
は
２７
隻
４
１
３
７
人
で
年
々

減
少
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
関

係
機
関
に
積
極
的
に
働
き
か
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

議
員 

②
定
住
人
口
増
対
策
の

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。 

 

町
長 

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
へ
移

住
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
本

町
の
各
種
情
報
提
供
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
お
り
、
現

在
進
め
て
い
る
事
業
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

 

 

議
員 

③
普
通
交
付
税
の
人
口

一
人
当
た
り
の
交
付
額
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。 

 

町
長 

平
成
１７
年
の
国
調
人
口

で
普
通
交
付
税
額
を
単
純
に
割

っ
た
場
合
、
１８
年
度
「
３
６
万

９
千
円
」、
１９
年
度
「
３
６
万
４

千
円
」、
２０
年
度
「
３
７
万
７
千

円
」、
２１
年
度
「
３
７
万
９
千
円
」

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

交
通
政
策
と
公
共

事
業
費
の
増
額
に
つ
い
て 

 

網
野
子
ト
ン
ネ
ル
の
現
況
と

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。 

 
町
長 

網
野
子
ト
ン
ネ
ル
（
延

長
４
．
２
キ
ロ
）
に
つ
い
て
は
、

長
大
ト
ン
ネ
ル
で
あ
り
、
多
く

の
予
算
を
必
要
と
す
る
の
で
、

県
の
方
も
今
の
と
こ
ろ
着
工
時

期
は
未
定
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
。 

 

政
権
が
変
わ
り
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
早
期
着
工
に
向
け
て

県
・
国
に
要
望
し
て
参
り
ま
す
。 

 

議
員 

環
境
対
策
に
つ
い

て 

 

①
町
内
の
河
川
は
水
量
が
枯

渇
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
が
、
現

況
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。
原
因

究
明
の
た
め
調
査
を
す
べ
き
と

思
う
が
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま

す
。 

 

町
長 

現
在
の
河
川
水
量
は
、

近
年
の
降
雨
量
の
減
少
及
び
河

川
浸
食
等
の
自
然
要
因
に
よ
る

影
響
に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。 

今
後
の
水
需
要
の
動
向
を
踏

ま
え
永
劫
的
な
水
資
源
の
確
保

に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

 

議
員 

②
古
仁
屋
市
街
地
の
河

川
を
環
境
に
優
し
い
住
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
の
河
川
に
整
備

す
べ
き
だ
と
思
う
が
考
え
を
お

伺
い
し
ま
す
。 

 

町
長 

古
仁
屋
市
街
地
の
河
川

の
管
理
は
県
の
管
轄
で
あ
り
ま

す
。 現

時
点
で
の
親
水
施
設
の
計

画
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
。 

 

仲
里
川
に
整
備
さ
れ
て
い
る
親
水

施
設
（
古
仁
屋
小
学
校
前
） 

   

 
 

  

岡田弘通議員 



               １月４日（月） 瀬戸内町成人式      広報せとうち(1２) 

   

第
３
回
定
例
会
で
は
、
総
務
経

済
常
任
委
員
会
（
向
野
忍
委
員

長
）
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
（
鎌

田
愛
人
委
員
長
）
、
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
（
岡

田
弘
通
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
て

い
た
案
件
に
対
し
て
の
委
員
長

報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
（
要
旨

は
次
の
と
お
り
で
す
。
） 

             

 

篠
川
集
落
及
び
高
丘
自
治
会

よ
り
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
３
件

の
陳
情
を
７
月
７
日
に
現
地
調

査
を
行
い
、
地
域
住
民
の
安
全
安

心
の
た
め
緊
急
に
対
処
す
る
必

要
が
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
、
全

会
一
致
で
採
択
と
決
定
し
ま
し

た
。 

 

       

町
内
外
に
お
け
る
環
境
対
策

の
現
状
を
調
査
し
、
快
適
な
環
境

で
の
住
民
生
活
の
実
現
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
調
査
を
行

い
ま
し
た
。 

●
請
島
、
与
路
島
の
状
況 

 

請
島
、
与
路
島
の
３
集
落
の
共

通
し
た
環
境
対
策
と
し
て
、
燃
え

る
ゴ
ミ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
空
き

缶
等
は
そ
れ
ぞ
れ
、
桟
橋
に
置
い

て
あ
る
コ
ン
テ
ナ
に
ゴ
ミ
収
集

委
託
人
が
集
積
し
、
溜
ま
っ
た
時

点
で
町
営
船
せ
と
な
み
で
輸
送

し
、
燃
え
る
ゴ
ミ
は
名
瀬
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
へ
、
資
源
ゴ
ミ
は
瀬

戸
内
町
衛
生
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 

生
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、
３
集
落

と
も
平
成
１１
年
度
に
特
定
離
島

ふ
る
さ
と
お
こ
し
推
進
事
業
に

お
い
て
「
ご
み
処
理
広
域
化
・
減

量
化
対
策
事
業
」
で
整
備
さ
れ
た

生
ご
み
処
理
機
で
処
理
さ
れ
、
堆

肥
と
し
て
集
落
住
民
が
有
効
活

用
し
て
お
り
ま
す
。 

●
加
計
呂
麻
投
棄
場
の
状
況 

 

管
理
人
が
常
駐
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
以
前
に
比
べ
分
別
が

徹
底
さ
れ
ゴ
ミ
の
量
は
減
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

今
回
、
与
路
集
落
に
導
入
予
定

の
焼
却
炉
は
特
定
離
島
ふ
る
さ

と
お
こ
し
推
進
事
業
と
し
て
、
１

０
０
０
万
円
以
内
の
予
算
で
の

事
業
と
な
り
、
機
械
の
価
格
は
６

０
０
万
円
～
７
０
０
万
円
、
運

搬
・
設
置
で
約
２
０
０
万
円
で
あ

り
、
機
械
は
受
注
生
産
で
あ
る
。 

●
名
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
本
町
の
ゴ
ミ
処
理
の
状
況 

 

同
セ
ン
タ
ー
は
奄
美
市
他
、
龍

郷
町
、
大
和
村
、
宇
検
村
で
衛
生

管
理
組
合
を
組
織
し
、
加
入
市
町

村
は
分
担
金
に
よ
っ
て
管
理
運

営
さ
れ
て
お
り
、
本
町
は
処
分
手

数
料
を
支
払
う
の
と
合
わ
せ
て
、

同
セ
ン
タ
ー
に
４
名
の
職
員
を 

 

派
遣
し
、
そ
の
人
件
費
は
本
町
の

一
般
会
計
予
算
の
中
で
対
処
し

て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
本
町
の
粗
大
ゴ
ミ
の
手

数
料
は
、
個
人
の
分
も
町
が
支
払

っ
て
お
り
、
本
町
以
外
は
個
人
の

１
０
０
ｋｇ
未
満
の
手
数
料
は
無

い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

本
町
の
２０
年
度
に
お
け
る
可

燃
ゴ
ミ
の
排
出
量
は
２
７
８
万

９
３
８
０
ト
ン
と
な
っ
て
お
り
、

処
分
手
数
料
は
８
７
０
８
万
１

６
４
８
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

●
大
島
地
区
衛
生
組
合
の
今
後
の

方
向
性 

 

平
成
１８
年
２
月
の
大
島
本
島

内
の
首
長
会
議
に
お
い
て
、
本
町

町
長
が
組
合
加
入
の
意
思
を
示

す
が
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
、
組
合

加
入
に
つ
い
て
は
合
意
が
得
ら

れ
ず
現
在
に
至
る
。 

 

同
セ
ン
タ
ー
の
次
期
建
設
計

画
の
協
議
が
な
さ
れ
る
時
が
組

合
加
入
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と

の
こ
と
で
す
。 

●
瀬
戸
内
町
最
終
処
分
場
（
節
子

『
篠
川
集
落
急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
事
業
の
導
入
に
つ

い
て
の
陳
情
』 

『
篠
川
集
落
湿
地
宅
地
の

解
消
に
つ
い
て
の
陳
情
』 

『
町
道
高
丘
本
通
り
線
（
終

点
側
）
整
備
に
つ
い
て
の
陳

情
』 ３

陳
情
を
採
択 

 

調査を行う文教厚生委員

(名瀬クリーンセンター) 

 

現地調査を行う総務経済委員 

（高丘地区） 

『
環
境
対
策
に
関
す
る
』 

所
管
事
務
調
査 



広報せとうち(13)        １月４日（月） 瀬戸内町成人式       

地
区
）
の
現
況 

節
子
地
区
に
あ
る
本
町
の
最

終
処
分
場
へ
廃
棄
で
き
る
物
は
、

安
定
４
品
目
で
あ
る
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
・
金
属
・
ガ
ラ
ス
・
せ
と

も
の
類
及
び
瓦
・
煉
瓦
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
類
等
の
が
れ
き

類
で
少
量
に
限
る
と
の
こ
と
で

す
。 

 

●
そ
の
他
の
環
境
対
策
に
つ
い
て 

 

養
殖
業
者
か
ら
で
る
へ
い
死

魚
や
内
臓
な
ど
は
、
９
月
か
ら
全

て
瀬
戸
内
町
の
ゴ
ミ
と
し
て
名

瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
町
が

収
集
す
る
ゴ
ミ
は
、
き
ち
ん
と
分

別
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
の
も

あ
り
、
ま
た
、
名
前
を
書
い
て
い

な
い
ゴ
ミ
袋
が
５
割
程
度
あ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

以
上
が
本
町
に
お
け
る
環
境

対
策
に
関
す
る
調
査
の
報
告
で

あ
り
ま
す
。 

な
お
、
議
会
の
意
見
を
次
の
と

お
り
提
出
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。 

所
管
事
務
調
査
『
環
境
対
策
に

関
す
る
調
査
』
意
見 

一
．
小
型
焼
却
炉
の
与
路
集
落
以

外
へ
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
与

路
集
落
に
お
い
て
の
状
況
を
数

年
間
に
お
け
る
充
分
な
検
証
を

し
た
上
で
、
導
入
計
画
を
立
て
ら

れ
た
い
。 

二
．
本
町
の
将
来
に
わ
た
る
環
境

対
策
に
向
け
、
大
島
地
区
衛
生
組

合
へ
の
正
式
加
入
の
準
備
を
さ

れ
た
い
。 

三
．
本
町
最
終
処
分
場
の
延
命
化

を
図
る
と
共
に
、
現
地
の
作
業
に

支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
、
新
た

な
建
設
機
械
を
配
置
さ
れ
た
い
。 

四
．
町
民
の
環
境
に
対
す
る
意
識

高
揚
を
図
る
べ
く
、
施
策
を
策
定

し
、
実
行
さ
れ
た
い
。 

            

  

『
ヘ
リ
搭
載
型
巡
視
船
等
の
誘

致
の
可
能
性
に
係
る
調
査
』
に
つ

い
て
は
、
指
揮
権
が
海
上
保
安
部

ク
ラ
ス
に
あ
り
、
古
仁
屋
海
上
保

安
署
に
は
な
い
。
ま
た
、
古
仁
屋

港
に
は
、
接
岸
し
停
泊
で
き
る
専

用
岸
壁
も
な
い
こ
と
か
ら
、
受
入

施
設
の
問
題
、
国
の
制
度
改
正
の

問
題
等
、
早
期
に
こ
れ
ら
の
課
題

を
解
決
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
と
の
結
論
に
な
り
ま
し
た
。 

 

『
陸
上
自
衛
隊
国
分
駐
屯
地
（
第

１２
普
通
科
連
隊
）
に
関
す
る
調

査
』
に
つ
い
て
は
、
現
地
を
訪
問

し
、
連
隊
長
及
び
幹
部
並
び
に
霧

島
市
役
所
に
て
概
要
や
活
動
状

況
等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

 

連
隊
に
は
、
約
１
０
０
０
名
の

隊
員
が
お
り
、
家
族
を
含
め
る
と

約
３
０
０
０
名
が
居
住
し
て
い

る
。
経
済
波
及
効
果
と
し
て
は
、

普
通
交
付
税
で
約
２
億
９
８
８

０
万
円
、
維
持
的
経
費
等
が
駐
屯

地
の
人
員
約
１
０
０
０
名
で
約

７
６
億
円
の
経
済
効
果
が
見
込

ま
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

な
お
、
基
地
周
辺
整
備
事
業
と

し
て
、
高
補
助
率
の
各
種
補
助
事

業
が
導
入
さ
れ
る
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
。 

 

活
動
状
況
に
お
い
て
は
、
各
種

訓
練
、
国
際
貢
献
、
大
雨
水
害
や

土
砂
災
害
な
ど
へ
の
災
害
派
遣

等
で
地
域
と
の
交
流
も
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
連

隊
長
と
の
意
見
交
換
の
中
で
、
今

年
度
中
に
防
衛
省
に
お
い
て
、
新

「
防
衛
計
画
の
大
綱
」
の
策
定
が 

 

あ
る
の
で
、
誘
致
等
に
向
け
、
早

め
に
活
動
し
た
方
が
良
い
。
と
の

話
し
が
あ
り
ま
し
た
。 

『
古
仁
屋
高
校
の
存
続
・
活
性

化
対
策
に
関
す
る
調
査
』
に
つ
い

て
は
、
大
島
工
業
高
校
、
高
山
高

校
の
先
例
地
を
調
査
し
ま
し
た
。 

大
島
工
業
高
校
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
と
同
窓
会
会
長
を
中
心
に

入
学
者
数
を
増
や
す
べ
く
各
関

係
機
関
に
働
き
か
け
た
が
、
存
続

に
対
す
る
危
機
感
が
薄
く
、
盛
り

上
が
り
に
欠
け
て
し
ま
っ
た
。
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

高
山
高
校
は
、一
時
期
評
判
を
落

と
し
、生
徒
数
が
減
少
し
て
再
編
の

対
象
と
な
り
か
け
た
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

同
窓
会
・
学
校
・
行
政
等
、 

最終処分場の現状 

（節子地区） 

『
ヘ
リ
搭
載
型
巡
視
船
等

の
誘
致
の
可
能
性
に
係
る

調
査
』
報
告 

『
陸
上
自
衛
隊
国
分
駐
屯

地
に
関
す
る
調
査
』
報
告 

『
古
仁
屋
高
校
の
存
続
・
活

性
化
対
策
に
関
す
る
調
査
』

中
間
報
告 

国分自衛隊を視察する委員 



               １月４日（月） 瀬戸内町成人式      広報せとうち(１４) 

町
挙
げ
て
の
存
続
対
策
活
動
や

当
時
の
学
校
長
主
導
の
学
校
改

革
に
よ
り
、
見
事
復
活
し
、
現
在

で
は
募
集
定
員
を
上
回
る
入
学

希
望
者
が
い
る
と
の
こ
と
で
、
非

常
に
参
考
に
な
る
視
察
調
査
で

あ
り
ま
し
た
。 

 

な
お
、
議
会
の
意
見
を
次
の
と

お
り
提
出
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。 

古
仁
屋
高
校
の
存
続
・
活
性
化

対
策
調
査
意
見 

一
．
古
仁
屋
高
校
の
存
続
問
題
は
、

本
町
の
存
続
問
題
で
あ
る
こ
と

と
受
け
止
め
、
数
値
基
準
だ
け
で

な
く
、
地
域
実
情
に
配
慮
す
べ
き

こ
と
を
強
く
県
へ
訴
え
折
衝
を

さ
れ
た
い
。 

二
．
離
島
に
お
け
る
教
育
の
活
性

化
に
向
け
た
人
事
の
配
置
に
つ

い
て
、
特
段
の
配
慮
を
す
る
よ
う

県
へ
要
望
さ
れ
た
い
。 

三
．
町
長
を
会
長
と
す
る
「
古
仁

屋
高
校
存
続
協
議
会
（
仮
称
）
」

を
設
立
し
、
常
に
古
仁
屋
高
校
を

は
じ
め
「
古
仁
屋
高
校
を
支
え
る

町
民
の
会
」
等
と
の
緊
密
な
連
携

を
図
り
、
危
機
感
を
持
っ
て
来
年

度
入
学
者
確
保
の
取
り
組
み
を

さ
れ
た
い
。 

四
．
町
広
報
誌
の
活
用
な
ど
町
民

へ
の
啓
発
を
徹
底
し
、
人
材
育
成

奨
学
金
の
復
活
、
通
学
費
全
額
補

助
等
の
見
直
し
な
ど
古
仁
屋
高

校
に
対
し
、
積
極
的
な
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
を
さ
れ
た
い
。 

五
．
本
町
の
特
性
を
活
か
し
た
学

科
の
創
設
や
一
学
級
３０
～
３５
名

定
員
へ
の
見
直
し
な
ど
積
極
的

な
国
・
県
へ
の
働
き
か
け
を
さ
れ

た
い
。 

六
．
中
高
一
貫
教
育
の
可
能
性
を

真
剣
に
検
討
さ
れ
た
い
。 

 

本
町
議
会
は
、『
陸
上
自
衛
隊
誘
致

促
進
に
関
す
る
決
議
』
を
第
３
回
定

例
会
に
お
い
て
決
議
し
、
又
、
意
見

書
を
各
関
係
大
臣
宛
提
出
し
ま
し
た
。 

  

平
成
１６
年
、
瀬
戸
内
町
は
市
町
村

合
併
を
し
な
い
こ
と
を
議
会
が
全
会

一
致
で
決
議
し
、
町
民
に
お
い
て
も

そ
の
こ
と
を
選
択
し
た
中
で
、
町
独

自
で
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
決
意
し
、

行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
と
共
に
、

新
た
な
財
源
を
確
保
す
べ
く
取
り
組

ん
で
き
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
新
た
な
企
業
誘

致
も
な
く
、
人
口
も
１
万
人
を
割
り
、

地
方
債
残
高
や
財
政
調
整
基
金
な
ど

も
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
お
り
、
定
住
人
口
を
い
か
に
増
加

さ
せ
、
新
た
な
財
源
の
確
保
に
よ
る

財
政
基
盤
の
強
化
が
本
町
の
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
奄
美

諸
島
は
台
風
な
ど
自
然
災
害
の
常
襲

受
難
な
外
海
離
島
で
あ
り
、
本
町
に

は
土
石
流
危
険
渓
流
、
急
傾
斜
地
崩

壊
危
険
箇
所
、
地
す
べ
り
危
険
箇
所

が
合
計
２
９
２
箇
所
あ
り
、
群
島
内

に
お
い
て
も
最
も
多
く
の
危
険
箇
所

が
あ
り
、
過
去
に
お
い
て
は
古
仁
屋

高
丘
地
区
で
の
土
石
流
災
害
に
よ
り
、

１２
名
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
こ
と

も
あ
る
。 

 
 

 

以
上
の
こ
と
等
を
踏
ま
え
自
衛
隊

誘
致
に
よ
り
、
自
衛
隊
隊
員
と
そ
の

家
族
の
定
住
に
よ
り
人
口
が
増
え
る

こ
と
に
伴
い
、
地
方
交
付
税
や
消
費

の
拡
大
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
や
基

地
周
辺
整
備
事
業
、
基
地
交
付
金
な

ど
新
た
な
財
源
の
確
保
が
見
込
ま
れ

地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。
さ

ら
に
は
大
規
模
災
害
に
際
し
、
人

命
・
財
産
の
保
護
の
た
め
、
自
衛
隊

の
効
率
的
か
つ
迅
速
な
活
動
や
各
種

事
態
へ
の
対
応
に
よ
り
、
地
域
防
災

の
強
化
に
つ
な
が
る
な
ど
、
多
く
の

メ
リ
ッ
ト
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

陸
上
自
衛
隊
の
誘
致
を
促
進
す
べ
き

で
あ
る
。 

以
上
、
こ
の
誘
致
を
実
現
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、「
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
と
「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
」
が
確
実
に
図
れ
る
も
の
と
確

信
し
、
瀬
戸
内
町
議
会
は
、
陸
上
自

衛
隊
誘
致
促
進
を
決
議
す
る
。 

 
 

瀬
戸
内
町
議
会 

   

私
ど
も
議
会
は
、
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
一
．
行
財
政
改
革
、
二
．

議
会
の
改
革
・
活
性
化
、
三
．
ま

ち
の
振
興
策
、
四
．
古
仁
屋
高
校

の
存
続
・
活
性
化
に
つ
い
て
の
調

査
・
研
究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

今
号
に
お
い
て
も
、
中
間
報
告

と
し
て
、
そ
の
一
部
を
掲
載
い
た

し
ま
し
た
が
、
今
後
も
議
会
だ
よ

り
等
を
通
し
て
私
ど
も
の
活
動

状
況
と
調
査
内
容
等
を
町
民
の

皆
様
方
に
提
供
し
な
が
ら
、
充
実

し
た
議
会
活
動
を
推
進
し
、
町
民

の
皆
様
方
の
負
託
に
応
え
る
べ

く
、
そ
の
使
命
と
責
任
を
果
た
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

 

今
後
と
も
「
議
会
だ
よ
り
」
を

な
お
一
層
ご
愛
読
戴
き
、
ご
指
摘
、

ご
指
導
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。（
鎌
田
） 

通学路沿いにのぼり旗が 

はためく高山高校 



広報せとうち（１５）  １月４日（月） 瀬戸内町成人式 

   

☆ 家電リサイクル（義務外品を含む）の引き取り実施について ☆ 

離島地域において排出される家電４品目を輸送するために下記の家電取扱店 

が引き取りを実施しています。※義務外品とは、買い換え以外の家電４品目です。 

ホ ン ダ 電機 商 会 武 原 電 気 工事 社 ニ シ ナ 電 器 高 田 電 気 

キ ヨ ハ ラ 無 線 み な と 電 気工 事 喜 島 電 気  

● 対象となる家電４品目 

家 電 品 目 対     象 対  象  外 

エアコン 壁掛け型タイプ、床置型タイプ、

ウインドタイプ 

業務用エアコン（天井埋込

型、壁埋込型、パッケージ） 

テレビ ブラウン管式テレビ、ＶＴＲ内臓

テレビ、ＡＶモニター、液晶（プ

ラズマ）テレビ（4/1 より） 

業務用テレビ（プロジェク

ションテレビ、パソコンモ

ニター） 

冷蔵庫・冷凍庫 冷蔵庫、冷凍庫、冷凍冷蔵庫、ワ

インセラー 

業務用冷蔵庫・冷凍庫（店

舗用ショーケース、冷凍ス

トッカー） 

洗濯機 洗濯乾燥機、全自動洗濯機、２槽

式洗濯機、衣類乾燥機（4/1 より） 

業務用洗濯機（衣類乾燥機

置き台） 

※収集運搬料金は、古仁屋港から指定引取場所（鹿児島市内）までの料金とな

ります。各家電取扱店や品物の大きさ等によって値段が異なりますので、詳し

くは各家電取扱店にお尋ねください。 

【問い合わせ先】 役場生活環境課 ℡ ０９９７－７２－１１１３ 

 

 

【入所基準】（本町に居住する者で、次のいずれかに該当する児童） 

①児童の親が家庭の外で仕事をしている 

②児童の親が家庭で児童と離れて日常の家事以外の仕事をしている 

③死亡、行方不明、拘禁などの理由により親がいない家庭 

④親が出産の前後（８週）、病気、負傷、心身障害の状態にある 

⑤親が家庭内の病人や心身障害を有する人の看護にあたる 

⑥家庭内に自然災害などの不幸があり、その復旧にあたる間 

⑦町長が認める前号に類する状態にあること 

【提出書類】保育所入所申込書外以下の書類 

①世帯の成人全員の（就労・課税証明書、確定申告書写し、又は源泉徴収票）  

②入所を希望する児童の健康診断書（新規入所のみ）、その他の証明証等 

【申込期間】 平成２２年１月６日（水）から２月１２日（金）まで 

【問い合わせ先】 役場町民課児童母子係 ℡ ７２－１０６０ 

 

☆ 高丘保育所入所者募集案内 ☆ 



       １月４日（月） 瀬戸内町成人式    広報せとうち（１６） 

 

町役場へ問い合わせをする場合、電話番号 72-1111（代表）へお掛けにな

ることが多いと思いますが、用件や担当者等わかっている場合、直接、担当課・

担当者へ電話を掛けて頂ければ、より迅速な対応が出来ると思われます。下記

に電話番号一覧を表示しますので、各課の直通電話をご活用ください。 

市外局番（0097） FAX 72-1120 

課 局 名 電話番号 課 局 名 電話番号 課 局 名 電話番号 

税 務 課 
72-1116 

72-1117 

教委総務課 

社会教育課 
72-0113 

まちづくり

観光課 
72-1115 

町 民 課 72-1060 企 画 課 72-1112 農 林 課 72-1174 

保健福祉課 72-1068 生活環境課 72-1113 建 設 課 72-1197 

水 道 課 72-1057 水産振興課 72-1114 議会事務局 72-1072 

会 計 課 72-1071 財産管理課 72-1196 総務課（代表） 72-1111 

☆ 鹿児島ブラジル実習生受け入れ事業の募集 ☆ 

鹿児島県の将来を担う青年をブラジルへ招聘し、ブラジルで幅広い生活体験

をしながら、国際感覚の涵養に努めさせることにより、帰国後に県内地域社

会の中心的役割を果たす青年の育成と、日本と南米諸国との友好親善に資す

ることを目的とする。 詳しい事業内容等への問い合わせは 

かごしまブラジル研修交流会 代表 飯尾大介 ℡ 099-4352-2507 

【実習生の資格】 

① 鹿児島県内の住民であること(県内の住民票を取得できる者) 

② 20 歳～30 歳までの独身青年であること（応募締切日現在） 

③ 高校卒業程度の学力と良識を有すること 

④ 犯罪暦がないこと 

【締切日】2009 年 12 月 4 日必着 

【問合せ先】〒890-8577 鹿児島市鴨池新町 10-1 

      国際交流課 国際交流係 担当 吉村・有得 

      ℡ 099-286-2306 fax 099-286-5522 

☆ 癒しの島せとうちカレンダー販売 ☆  

「もっと愛して加計呂麻地域塾」（池田啓一塾長）では、毎年

好評のオリジナルカレンダー「癒しの島 せとうちカレンダ

ー」を今年度も作成し、販売しています。販売価格は、１部

５００円です。「加計呂麻フォトコンテスト」入賞作品や町内

の年間行事日程等が掲載され便利な仕上がりになっています。

【問合せ先】企画課内 加計呂麻地域塾事務局℡72-1112 

☆ 町役場直通電話のご案内 ☆ 



広報せとうち（１７）  １月４日（月） 瀬戸内町成人式  

☆ 「トラブル解決は利用しやすい民事調停で ☆ 

☆ 県の住宅用太陽光発電補助制度について ☆ 

【募集期間】 

 平成２１年１０月９日～平成２２年１月２９日まで。（予算がなくなり次第締切） 

【対象システム】 

 最大出力が 10kw 未満でかつシステム価格が７０万円（税抜き） 

【補助金額】 

 太陽電池モジュールの公称最大出力 1kw あたり３万 5 千円（上限 34 万 9 千円） 

【対象者】次の①～④をすべて満たす方 
① 一般社団法人太陽光発電協会内に設ける太陽光発電普及拡大センターが行 

う住宅用太陽光発電導入支援対策費補助金の対象となる方 
② 鹿児島県内の自ら居住又は居住する予定の住宅に太陽光発電設備を設置

（住宅の新築にあわせた設置を含む）若しくは太陽光発電設備が設置され

た鹿児島県内の建売住宅を購入する方 
③ 自ら電力会社と電灯契約を結ぶ方 
④ 県税の滞納がない方 
【申請方法】郵送又は直接申請受付等窓口へ提出 
【留意事項】 
① 予算の範囲を超えた場合は、超えた日の申請者全員を対象に抽選を行います。 
② 変更が生じた場合は当初の交付決定を上回る増額申請はできません。 
③ 申請は 1 回限りです。また、別荘は対象になりません。 
④ 法定耐用年数の期間内（17 年間）は当事業の助成をうけて設置した太陽光発

電設備を処分することはできません。 
【問い合せ先】 

 名 称 財団法人 鹿児島県住宅・建築総合センター 

 住 所 鹿児島市新屋敷町 16－228 ℡ 099－22４-４５３９ 

 

民事調停手続きは、調停委員会が当事者双方の言い分を聴き、歩み寄りを促

し、当事者の合意によって紛争の解決を図る手続きです。法律的な評価をもと

にしながらも法律にとらわれず、紛争の実情に応じた柔軟な解決を図ることが

できる点が特徴です。 
 民事調停手続きは、訴訟ほどの手続きが厳格ではないため、だれでも簡単に利

用できる上、当事者は調停委員会の進行に従って比較的自由な形で言い分を述

べることができる等の利点があります。 
 裁判所の窓口には、貸金請求等いくつかの種類の定型の調停申立書が備え付

けられているほか、裁判所ウェブサイトからも一部の定型申立書をダウンロー

ドすることができます。【問合せ先】鹿児島地方裁判所 ℡ 099-222-7121 



１月４日（月） 瀬戸内町成人式 広報せとうち（１８） 

 ☆ 奄美群島振興開発基金からのお知らせ ☆ 

この基金は、奄美群島の産業振興を図るため、融資業務・保証業務により事

業者の方々への事業資金の円滑な供給に努めています。 
★★奄美基金の主な融資制度のご案内★★ 

資金名 資金使途 貸付限度額 貸付期間 貸付利率 
農・林業振興資金（畜

産・椎茸・果樹・花き外） 設備資金 
個人 1,000 万円 
法人 1,500 万円 

5～15 年 1.60～1.75% 

水 産 業 振 興 資 金

（漁船取得・改造外） 
設備資金 

個人 2,000 万円 
法人 4,000 万円 

5～10 年 1.75% 

観光関連産業振興

資金（民宿・遊漁船外） 
設備資金 
運転資金 

個人 7,000 万円 
法人 7,000 万円 

設備 15 年 
運転 7 年 

設備 1.80～3.60% 
運転 2.20～3.30% 

流通・加工業等振興

資金（一時産業従事者等） 
設備資金 
運転資金 

個人 4,800 万円 
法人 4,800 万円 

設備 10 年 
運転 7 年 

設備 1.80～3.20% 
運転 2.20～3.30% 

地域資源等振興資

金（大島紬・焼酎製造等） 
設備資金 
運転資金 

個人 7,000 万円 
法人 7,000 万円 

設備 15 年 
運転 7 年 

設備 1.80～3.60% 
運転 2.20～3.30% 

地域活性化・雇用促

進資金（雇用の促進等） 
設備資金 
運転資金 

個人 7,000 万円 
法人 7,000 万円 

設備 15 年 
運転 7 年 

設備 1.80～3.60% 
運転 2.20～3.30% 

※ 貸付金利は、平成 21 年 9 月 10 日現在のものです。 
※ 貸付期間及び貸付利率は資金使途などにより異なります。また融資にあた

っては所定の審査が必要となります。 
※ 平成 21 年 4 月から新しい資金も加わりました。（地域活性化・雇用促進資金） 
◆保証業務は、事業者の方々が金融機関から借入を行う際に、奄美基金が信

用保証を行うことで、円滑な資金供給を支援する制度です。 
【問い合わせ先】独立行政法人奄美群島振興開発基金 

奄美市名瀬港町 1-5 ℡ 52-4511 fax 52-4514 

 
 

 

 放送大学では、平成 22 年度第 1 学期（4 月入学）の学生を募集しています。 

放送大学はテレビなどの放送を利用して授業を行う通信制の大学です。 

働きながら学んで大学を卒業したい、学びを楽しみたいなど、様々な目的で

幅広い世代、職業の方が学んでいます。 

【出願期間】 平成 21 年 12 月 15 日～平成 22 年 2 月 28 日まで 

（インターネット出願は、11 月 15 日より受付を開始しています。） 

※ 資料を無料で差し上げますので、お気軽にご請求下さい。 

【問合せ先】〒892-8790 

鹿児島市山下町 14-50（かごしま交流センター西棟 4 階） 

      放送大学鹿児島学習センター ℡ 099-239-3811 

☆ 放送大学 4 月生募集のお知らせ ☆ 



広報せとうち（１９）  １月４日（月） 瀬戸内町成人式  

 ☆ 第６１回人権週間について ☆ 

 
重点目標  みんなで築こう 人権の世紀 

～考えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心～ 
 

期 間  平成２１年 12 月４日（金）～ 

12 月 10 日（木） 
 

  「世界人権宣言」が昭和 23 年（１９４８年）12 月１０日の 

国連総会において採択され，本年で６１周年を迎え，全国各地 

で人権に関する各種の啓発活動が実施されます。 

この機会に，皆さんも身近なことから人権について考えてみ 

ませんか。 
 

キャッチフレーズ 

     「いま，考えよう，大切な人権のこと。」 
   

瀬戸内町いじめダイヤル ℡０９９７－７２－０９９５ 

 

☆ 古仁屋小学校付属幼稚園園児募集案内 ☆ 
 

古仁屋小学校付属幼稚園では、平成 22 年度の入園児を募集しています。 
○ 募集期間 

  平成 21 年 12 月 1 日（火）～12 月 28 日（月） 

○ 募集園児 

  5 歳児 平成 16 年 4 月 2 日～平成 17 年 4 月 1 日までに生まれた子供 

  4 歳児 平成 17 年 4 月 2 日～平成 18 年 4 月 1 日までに生まれた子供 

 ○ 保育内容 

  遊びの中から人間として「豊かな感性」「思いやりのある心」「生きる力」

を育む 

○ 経 費 

 保育料 2 千円  入園料 7 百円 

○ 給食（給食費）と弁当 

 給食 毎週 火・金 1 日平均 280 円 弁当 毎週 月・木 

○ 保育時間 

 月・火・木・金 午前 8 時 30 分～午後 2 時 

 水曜日 午前 8 時 30 分～午前 11 時 45 分 

○ 預かり保育 

 幼稚園の教育時間終了後、家庭の事情により在園児を午後 6 時まで預かる 

  

【問合せ先】町教育委員会 学校教育係 ℡ 72-0113 

人権相談開催 

日時：１２月７日 
場所：町中央公民館 
時間：午前 10～午後３時 
内容：家庭内のもめごと 
近隣トラブル、いじめや 
差別などの悩みや困り事 
 
※相談は無料・秘密遵守 
※  
人権週間以外にも相談に
応じていますので、お問い
合わせください。 
鹿児島地方法務局奄美支局 
℡ 0997-52-0376 



     １月４日（月） 瀬戸内町成人式   広報せとうち（２０） 

 ☆ 確定申告関係書類の事前送付について ☆ 

平成２１年分の確定申告から、前年、自宅や税務署の会場などのパソコンか

ら「国税電子申告・納税システム（e-Tax）で申告された方及び国税庁ホームペ

ージの「確定申告書等作成コーナー」を利用して申告された方には、確定申告

書関係書類は送付されませんので、ご理解とご協力をお願いします。 
なお、平成２０年分の確定申告において、税務署の会場などのパソコンで e- 

Tax 申告を行った方及び国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」 
を利用して申告された方で、平成２１年分も申告が必要と思われる方について

は、申告時に必要な情報を記載した「お知らせはがき」が送付されますので申

告の際はご利用ください。また、確定申告関係書類は、国税庁ホームページか

ら出力して使用することもできます。 
 なお、１月下旬から、最寄の税務署及び市町村窓口にも備え付けます。 

【問い合わせ先】大島税務署 ℡ 0997-52-4321 （自動音声案内） 

 
 

 

 選挙管理委員会では、毎年農業委員会委員選挙人名簿の調製を行っていま

す。一定の要件を満たす方には世帯ごとに農業委員会委員選挙人名簿登載申請

書を配布していますので、１月１０日までに瀬戸内町農業委員会へ提出してく

ださい。 

【該当者の要件】 

① ２１年１月１日現在、本町に住所を有する者 

② 年齢２０歳以上の者 

③ 農業従事者該当者 

イ・１０アール以上の農地を耕作している者 

ロ・イの耕作を営む者と同居の親族、または親族の配偶者で年間６０日以

上農業に従事している者 

【問い合わせ先】瀬戸内町農業委員会 ℡ 72-1119 

      瀬戸内町選挙管理委員会 ℡ ７２－１１１１（内線 159） 

☆ 平成２１年度自衛官等募集案内 ☆ 

【問い合わせ先】 自衛隊奄美大島駐在員事務所  ℡ 0997-53-9103 

役場総務課消防防災係    ℡ 72-1111（内線 178） 

募 集 種 目 資    格 受 付 期 間 試験期日 

２等 
陸・海・空士 男子 １８歳以上２７歳未満の者 年間を通じて行っております。 

受付時に 
お知らせ 
します。 

☆ 農業委員選挙人名簿登載申請について ☆ 



広報せとうち（２１）     １月４日（月） 瀬戸内町成人式 

★ 年末年始のごみ及びし尿収集について ★ 

１．最終処分場へのごみの搬入について 

  最終処分場へのごみの搬入については、安定４品目(プラスチック・金属・ガラス・せ

ともの類・コンクリート類)について直接搬入出来ますので、職員の指示に従い所定の場

所へ出して下さい。 

 なお、最終処分場への搬入時間(午前８時３０分から午後５時まで)となっております。 

 また、家具・布団類の粗大ごみについては、衛生センターへ直接搬入して下さい。 

 

２．年末年始のごみ及びし尿収集業務について 

  新年を迎えるにあたり、町民皆さんの家庭においても大掃除に取りかかる時節柄とな

りますが、１年の内でごみが一番多く出されるのがこの時期です。燃えるごみ、燃えな

いごみ、資源ごみ等の最終収集日は、地区によって異なりますので、ご注意下さい。  

ごみ出しのルールを守り、さわやかな気持ちで新年を迎えましょう。 

 

３．本町の年末・年始のごみ及びし尿収集日・最終処分場への搬入は次の通りです。 

 ※ごみ出しカレンダーを確認して、計画的に出して下さい。 

日 付 
１２月 １月 

３０ ３１ １ ２ ３ ４ 

水 木 金 土 日 月 

ご み 委 託 収 集 平常通り 休 み 休 み 平常通り 

し 尿 委 託 収 集 ８：30～17：00 午前中のみ 休 み  ８：30～17：00 

衛生センターへの搬入 ８：30～17：00 休 み ８：30～17：00 

最終処分場への搬入 ８：30～17：00 休 み  ８：30～17：00 

 
４．名瀬クリーンセンターの年末・年始のごみ搬入時間は次のとおりです。 

日付 
１２月 １月 

２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ４ 

火 水 木 金 土 日 月 

搬入時間 
８：30～12：00 

13：00～16：45 

（特別受入） 

８：30～18：00 
休 み 

８：30～12：00 

13：00～16：45 

なお、燃えるごみ以外は搬入できません。 

また、日曜日・搬入時間外については、搬入出ませんのでご注意下さい。 

 

５．ごみ出しの指定日に出せなかった場合の搬入場所について 

 (１)それぞれの分別の基準にしたがって搬入して下さい。 

   (ア) 燃えるごみ・・・名瀬クリーンセンターへ 

   (イ) 燃えないごみ・・・町内各最終処分場へ 

(ウ) 粗大ごみ 資源ごみ(空缶・ペットボトル・新聞・雑誌等)・・衛生センターへ 

【問い合わせ先】生活環境課 ７２－１１１３ ・ 衛生センター ７２－１９７３ 



12月 2009年(平成21年) せとうち情報カレンダー 
日 月 火 水 木 金 土 

29 30 1 2 3 4 5 

 

◆母子相談 

◆元気な笑

顔教室（中公） 

◆元気な足

腰講座 

◆元気な笑

顔教室（油井） 

 

◆遊びの広場 

◆３歳児健診 

  

6 7 8 9 10 11 12 

 

◆きゅら島

きらめき 

 

◆母子相談 

◆元気な笑

顔教室（中公） 

◆元気な足

腰講座 

◆厚生連健

診結果報告 

◆厚生連健

診結果報告 

 

◆男の料理

教室（中公） 

◆元気な笑

顔教室（清水） 

 

◆でぃ～う

もろー（俵） 

 

13 14 15 16 17 18 19 

 

◆母子相談 

◆元気な笑

顔教室（中公） 

◆元気な足

腰講座 

 

◆遊びの広場 

 

◆でぃ～う

もろー（芝） 

 

◆青少年育

成の日 

◆地産地消

朝市（海の駅） 

◆でぃ～うも

ろー（諸鈍） 

20 21 22 23 24 25 26 
◆家庭の日 

◆市街地自

治会年末美

化活動 

◆きゅら島

きらめき 

◆元気な笑

顔教室（久慈） 

◆母子相談 

◆元気な笑

顔教室（中公） 

◆元気な足

腰講座 

天皇誕生日 

   

27 28 29 30 31 1 2 

 

◆仕事納め 

   

元日 

  

◎母子相談、運動教室、元気な笑顔、元気な足腰講座、男の料理教室、きゅら島きらめき、遊びの広場 

３歳児健診、厚生連健診結果報告の問合せは、保健福祉課へ 

◎青少年育成の日、家庭の日、市街地自治会年末美化活動の問合せは、社会教育課へ 

◎地産地消朝市の問合せは、農林課へお問合せください。 

★  子育て支援活動についてお知らせ ★ 
瀬戸内町母子寡婦福祉会では、ひとり親家庭（父子家庭、母子家庭）等の子育て支援活

動を始めました。支援員は、子育て支援員の資格を取得した人、または、保育士の資格の

ある人です。詳しいことは、電話 ７２－００２８（高丘寮内）までお問い合せください。 
【利用者の登録】会員でなくても母子、父子家庭の希望者であれば登録できます。 
【支 援 の 内 容】母子家庭等の方が、病気や怪我、冠婚葬祭、PTA 出席などで、子どもの

世話が必要な時の保育サービスを行います。 
【支 援 時 間】一応の目安として、１日２～３時間 



広報せとうち(２３)     １月４日（月） 瀬戸内町成人式        

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お誕生・ご結婚・

お悔やみ」は 10

月に届けられた

分のうち、希望者

のみを掲載してい

ます。 （敬称略） 
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郵
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（
氏
名
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 (

住
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徳
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義
久 
五
千
円 

大
阪
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脇
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輔
文 

一
万
円 

町
田
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「
日
本
年
金
機
構
」
が
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日 

 
 

ス
タ
ー
ト
！ 

～
社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
「
日
本
年
金
機
構
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
～ 

○ 

現
在
あ
る
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
は
、
新
た
に
「
年
金

事
務
所
」
と
名
称
が
変
わ
り
ま
す
が
、
年
金
相
談
な
ど
の
窓

口
と
し
て
引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
「
年
金

事
務
所
」
は
、
現
在
あ
る
社
会
保
険
事
務
所
の
建
物
を
そ
の

ま
ま
使
用
し
ま
す
の
で
、
所
在
地
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

○ 

日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
保
険
庁 

や
社
会
保
険
事
務
所
の
名
義
で
ご
案
内
し
て
い
た
各
種
の
関

係
書
類
は
、
内
容
に
よ
り
、
今
後
は
厚
生
労
働
省
ま
た
は
日

本
年
金
機
構
の
名
義
で
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
国
民
の
皆
様
方
に
何
ら
か
の
手
続
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。 

○ 

日
本
年
金
機
構
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
公
的
年
金
の
運
営

業
務
を
引
き
継
い
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
公
的
年
金
制

度
は
、
国
の
制
度
と
し
て
、
そ
の
財
政
や
運
営
に
国
が
引
き
続
き

責
任
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。 

歯周疾患検診のご案内 

今年度、４０歳、５０歳、６０歳、７０歳の節目の

方を対象に歯周疾患検診を実施しています。 

期間：平成２１年１１月１日～平成２２年１月３１日 

場所：町内歯科医院（登山歯科・ア歯科・町田歯科 

せき歯科・かけろま薄井歯科） 

費用：無料 ◆ 歯周病は、全身の健康に影響します！ 

問合せ 保健福祉課 保健予防係 ７２－１０６８ 

ね
ん
き
ん 

コ
ー
ナ
ー 

製製造造事事業業所所のの皆皆様様へへ  工工業業統統計計調調査査ののおお願願いい  

平成２１年工業統計調査を１２月３１日現在で行います。 

調査の実施に当たっては、本年１２月から来年１月にかけて

調査員がお伺いします。 

 なお、調査票に記入して頂いた内容については、統計法に

基づき秘密が厳守されますので、正確なご記入をお願いしま

す。 

問合せ 企画課 企画開発係 担当 北川 ７２－１１１２ 

 

花・コラージュ 

花束・アレンジ・葬儀用生花 

会場生け・池坊生け花アドバイス等 

お気軽にご来店・ご相談ください。 

古仁屋春日 レストラン・キャビン後 

代表  ℡ ７２－０５２７ 



           １月４日（月） 瀬戸内町成人式     広報せとうち（２４） 

～
町
内
の
全
５
・
６
年
生
～ 

 

１０
月
１４
日
、
清
水
公
園
陸

上
競
技
場
に
お
い
て
、
本
町
の

５
・
６
年
生
全
員
に
よ
る
陸
上

記
録
会
が
行
わ
れ
、
多
数
の
父

兄
が
声
援
を
送
る
な
か
、
児
童

達
の
奮
闘
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

～

親

睦

を

深

め

る

～ 

１０
月
１８
日
、
大
湊
緑
地
公
園

に
お
い
て
、
瀬
戸
内
町
地
域
女

性
団
体
連
絡
協
議
会
（
会
長
森

田
タ
ル
ミ
）
主
催
の
第
１
回
房

町
長
杯
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
大
会
は
、
地
女
連
の
親

睦
を
図
る
た
め
、
会
長
が
企
画

し
、
趣
旨
に
賛
同
し
た
町
長
が

ト
ロ
フ
ィ
ー
を
寄
贈
し
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
参
加
約
５０
名
、
８

チ
ー
ム
で
争
わ
れ
「
阿
木
名
わ

く
わ
く
」
チ
ー
ム
が
栄
冠
を
手

に
し
ま
し
た
。 

～
行
政
に
頼
ら
な
い
｛
む
ら
｝
お
こ
し
～ 

 

１０
月
２５
日
、
町
中
央
公
民

館
に
お
い
て
、
や
ね
だ
ん
（
鹿

屋
市
柳
谷
集
落
）
地
区
公
民
館

館
長
「
豊
重
哲
郎
」
氏
を
講
師

に
招
い
た
講
演
会
が
あ
り
ま
し

た
。
ど
う
し
た
ら
、
地
域
の
再

生
・
活
性
化
が
出
来
る
の
か
を

自
分
の
経
験
を
元
に
「
集
落
全

員
の
理
解
を
得
る
の
に
１
年
～

２
年
か
か
る
事
、
ど
ん
な
人
で

も
出
番
を
待
っ
て
い
て
、
そ
の

舞
台
に
立
た
せ
る
に
は
、
感
動

を
与
え
る
し
か
な
い
事
」
と
例

を
挙
げ
な
が
ら
、
地
域
再
生
の

理
念
を
語
り
ま
し
た
。 

～
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
会
長
に
～ 

 

１０
月
１７
日
、
町
農
協
会
館

に
お
い
て
、
第
６４
代
全
国
都
道

府
県
議
会
議
長
会
会
長
就
任
祝

賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
席

者
は
、
町
内
外
か
ら
３
百
人
を

超
え
、
会
場
は
喜
び
の
祝
賀
ム

ー
ド
一
色
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

挨
拶
に
た
っ
た
金
子
議
長
は
、

「
地
方
議
会
は
自
民
党
が
多
い

が
、
新
政
権
と
は
対
立
せ
ず
、

離
島
の
消
費
税
軽
減
な
ど
町
民

の
気
持
ち
を
し
っ
か
り
と
持
っ

て
、
政
策
提
言
し
て
い
き
た

い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。 

小

学

校

陸

上

記

録

会

災
害
消
防
救
助
業
務
応
援
協
定 

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
講
演
会

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
づ
く
り
を 

金
子
議
長
就
任
祝
賀
会

チ

 

地
女
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

消

防

車

配

置

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
づ
く
り
を 

５年生 女子走り高跳び ６年生 男子幅跳び 
６年生 男子 800ｍ走 

６年生 女子ソフトボール投 ５年生 男子 100ｍ走 

優勝の阿木名わくわくチーム 

熱く語る 豊重哲郎先生 

挨拶する金子議長 



広報せとうち(２５)    １月４日（月） 瀬戸内町成人式 

～
町
内
で
６
名
の
方
が
受
賞
～ 

 

厚
労
省
と
日
本
医
師
会
が

展
開
し
て
い
る「
８
０
２
０
」

運
動
を
う
け
、
鹿
児
島
県
歯

科
医
師
会
と
大
島
郡
歯
科
医

師
会
か
ら
、
８０
歳
以
上
で
、

自
分
の
歯
を
２０
本
以
上
保

持
し
て
お
ら
れ
る
高
齢
の
方

に
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
２１
年
度
の
奄
美
郡

内
表
彰
者
は
、
４２
名
で
、
本

町
か
ら
は
、
６
名
の
方
が
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。 

◎ 

受
賞
者
の
声 

元
気
の
秘
訣
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。 

・
畑
仕
事
を
し
た
り
、
身
体

を
動
か
す
こ
と 

・
何
で
も
食
べ
る
こ
と
（
固

い
物
で
も
食
べ
ら
れ
る
） 

・
足
腰
が
弱
く
な
ら
な
い
よ

う
に
毎
日
歩
く
こ
と 

◎ 

受
賞
者
の
声 

歯
の
健
康
の
た
め
に
気

を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
？ 

・ 

朝
晩
し
っ
か
り
歯
を
磨

く
こ
と 

・ 

定
期
的
に
歯
科
医
院
に

行
く
こ
と 

・ 

歯
科
医
院
で
の
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
指
導
に
よ
り
、

時
間
を
か
け
て
丁
寧
に

磨
く
よ
う
に
な
っ
た 

◎ 

保
健
士
か
ら
お
願
い 

 

３５
歳
が
曲
が
り
角
と
い

わ
れ
、
５０
歳
以
上
か
ら
急
増

す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
歯
周

病
予
防
の
た
め
に
、
一
人
ひ

と
り
の
日
頃
の
取
り
組
み
が

大
切（
歯
周
病
は
万
病
の
元
） 

 

い
つ
ま
で
も
元
気
な
歯
を

保
つ
に
は
、
日
々
の
お
手
入

れ
か
ら
、一
生
自
分
の
歯
で
、

楽
し
い
食
生
活
と
健
康
な
日

常
生
活
を
目
標
に
、
毎
日
の

手
入
れ
と
定
期
的
に
歯
科
健

診
を
受
け
た
い
も
の
で
す
。 

「
目
指
せ
・
８
０
２
０
」 

～
県
下
で
４
名
の
方
が
受
賞
～ 

 

１０
月
９
日
、
九
州
防
犯
協

会
か
ら
本
町
の
鎌
田
愛
人

（
瀬
戸
内
・
宇
検
防
犯
協
会

連
合
会
所
属
地
域
安
全
モ
ニ

タ
ー
総
代
）
さ
ん
が
、
平
成

２１
年
度
九
州
防
犯
功
労
賞

を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

永
年
に
渡
り
、
住
み
よ
い
地

域
づ
く
り
活
動
や
青
少
年
健

全
育
成
活
動
等
が
顕
著
で
あ

っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
の

受
賞
と
な
り
ま
す
。 

 

「
８
０
２
０
」
運
動
表
彰 

芝 義本ナツ枝さん８１歳 
阿鉄 岩元クニ子さん 80 歳 大湊 屋山ミナさん 80 歳 

大湊 伊藤茂秋さん80歳 船津 森永和巳さん 80 歳 船津 代美原清三さん 82 歳 

九
州
防
犯
功
労
賞
受
賞 



１月４日（月） 瀬戸内町成人式   広報せとうち（２６） 

  

１０
月
３１
日
、
町
中
央
公

民
館
で
第
４
回
子
ど
も
島

口
・
伝
統
芸
能
大
会
が
開
催

さ
れ
、
町
内
１５
の
小
・
中
学

校
（
１
８
１
人
）
が
参
加
し

集
落
の
高
齢
者
に
指
導
さ
れ

た
島
口
を
披
露
し
ま
し
た
。 

島
口
の
部
７
校
、
伝
統
芸

能
の
部
８
校
で
競
わ
れ
た
演

目
で
し
た
が
、
島
口
の
部
で

「
よ
も
ぎ
も
ち 

こ
わ
い
」

の
創
作
落
語
を
披
露
し
た
押

角
小
学
校
が
、
伝
統
芸
能
の

部
で
、「
三
味
線
・
島
唄
」
を

披
露
し
た
篠
川
小
中
学
校
が

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

            

 

年年末末の大大掃掃除除代行します！  

清 掃 前 完 了 ・換気扇 

・台所、浴室 

・窓ガラス 

・トイレ、他 
  

㈲瀬戸内ビルシステム  代表取締役 重 村 太 三 

瀬久井  （７２）－１２２８ 

地地デデジジ瀬瀬戸戸内内局局放放送送開開始始ししててまますす。。  
地デジもケーブルテレビで見られます。 
 地デジのことなら 

瀬戸内ケーブルテレビ㈱ 
古仁屋船津1-1 ℡ ７２－４３４１   

データ放送で 

欲しい情報が 

すぐ見られる！ 

編 集 後 記 
今回で４回目をむかえた島口・伝統

芸能大会を見ながら、「時代が変わった
なぁ」と感じました。編者が小学生の
頃は、今週の努力目標「方言をしゃべ
らないこと」と黒板に書いてあり、守
らないと叱られる事もあった方言を、
現在では、後世へ語り継ぎでいくため、
子ども達に教えていく取り組みが行わ
れているのですから。 
地域の特性を認める時代に入り、奄

美の文化・芸能、島唄や島口を継承す
るための活動で、子ども達と地域の

人々、特に高齢者との関わりが必要な
この大会は、希薄な人間関係しか築け
ない現代社会にあり、感受性が豊かで、
思いやりのある子ども達の育成に繋が
っていくのではないでしょうか。この
大会の更なる継続・発展を望みます。 
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忘忘年年会会・・歳歳のの祝祝・・法法事事・・各各種種宴宴会会  

☆ 忘年会予約承ります 

料金はご予算に応じます 

★ 民宿あじぞの…１泊素泊まり2,700円（1人） 

（1名様より8名様まで利用可能・1組限定） 

5名から15名の各種宴会（1組限定） 

問い合わせ・予約は下記までお願いします 

郷土料理 味園  斉藤美保子 

古仁屋春日  ℡ 72-2276  fax 72-1708  

  

阿木名小中学校 棒踊り 

押角小学校 創作落語 ４連覇達成 篠川小中学校 


